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1. Boxについて
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4

について
どの様なイメージをお持ちでしょうか？



5

セキュリティが非常に高い

企業の情報を守る仕組み

ログ＋データ紛失対策
コラボレーションによる

情報共有活性化

利便性：働き方が変わる

Boxの強み！



セキュリティ

6

ISMAP：日本政府が認めるクラウドとして、
セキュリティ製品一覧に登録されている製品です！！



シンプル

7

非常に直観的でわかりやすく、使いやすい事も強みです！





2. Boxのセキュリティ
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データが紛失・消滅しないBoxの高いセキュリティ
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ランサムウェア（ウイルス）対策にも効果的

11

重要データがランサム感染でデータ紛失する事が無い様に、Boxでは多重のセキュリティでデータを保護しており

ます。バージョン戻しで万一の被害の場合にもデータを損失するリスクを回避する事が出来ます。

v23

v22

一つ前のバージョンを現在
のバージョンとして設定

一世代前のファイルが最新の
バージョンに昇格

被害に遭っても
バージョンを戻せる

ユーザー自身で過去
バージョンを復元できる



3. Boxの活用シーン

12



Boxの活用シーン①
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Boxの活用シーン②
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Slack



Boxは安全な共有やコンテンツの管理をより便利に

15

容量に制限

アクセス権は7種類設定可能

学内のメンバーと共有 社外のパートナーとも共有可能

シンプルで直感的な
ユーザーインターフェース

表示/編集の2種類のアクセ
ス権

Box Notesを議事録やブレストに利用

複雑なユーザーインターフェース

WordやExcelで議事録、ブレスト…

これからこれまで

2025年3月31日60期生作成：最終卒論発表済みフォルダ＿教授確認済み

容量無制限



SharePointでできた事はBoxでも可能

16

SharePoint Box

ファイルを保存する 〇 〇
ファイルを開く 〇 〇
ファイルをコピーする 〇 〇
ファイルを消す 〇 〇
柔軟なアクセス権設定 〇 〇
モバイルからの利用 〇 〇
複数名での共同編集 〇 〇
ユーザーによるバージョン戻し 〇 〇

SharePointと異なる権限の考え方に注意が必要
※詳細はコラボレーション権限で後述

上のフォルダ
が見えたら下
のフォルダま
で全て見える



4. Science Tokyo Boxの利用ルールとログイン方法

17

本学のBoxの利用ルールとログイン方法はScience Tokyo Portal Boxページからも確認できます。

http://www.dev-portal.isct.ac.jp/ja/sys/box/


利用条件
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Boxをご利用いただける方

19

Boxを利用できる方は以下の通りです。

ご自身の身分によって各認証システムから利用できる場合と、事前申請が必要となる場合があります。



Boxをご利用いただける方（補足）

20

Boxを利用できる方は以下の通りです。

医歯学系構成員の方は下記条件を満たしている場合、Boxをご利用頂けます。



Boxで利用できる容量

21

Boxの各フォルダ内において利用できる容量を定めております。



その他のクラウドストレージの利用区分

22

本学が提供するクラウドストレージサービスとしてはMicrosoft SharePoint、OneDrive があり、それぞれの利用

区分を以下の通り定めています。



フォルダ構造
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フォルダ構造と利用ルールについて

24

Science Tokyo Box は、教職員が業務利用のために共有・保存する「組織フォルダ」と、学生・教職員の各個人が

所有者となって利用できる「個人フォルダ」に二分されます。

組織フォルダについては自身の在籍がなくなった後もファイルが残りますので、業務に関しては可能な限り組織

フォルダを利用してください。

医歯学系の皆様への事務
局・学院・学部フォルダ
は提供準備中です。



フォルダ構造・利用ルールについて

25

Science Tokyo Box は、教職員が業務利用のために共有・保存する「組織フォルダ」と、

学生・教職員の各個人が所有者となって利用できる「個人フォルダ」に二分されます。

個人フォルダ 組織フォルダ

外部連携フォルダ旧東工大 東京科学大

個人の業務として利用 組織の業務として利用（部・課・グループなど） 外部とのやりとりとして利用

本人のみ閲覧可能 共有者のみ閲覧可能

Q：教員が外部連携フォルダを使用したい場合→・部局等フォルダの配下に外部連携フォルダを作成する
・個人フォルダ配下で外部連携フォルダを作成する



フォルダ構造①組織フォルダについて

26

組織フォルダは下記フォルダで構成されています。
例：このBoxマニュアルは教職員共通_情報基盤
課フォルダ配下にもあります（教職員のみ）

全学向け通知フォルダは学生も閲覧可能です。

部局フォルダでは外部連携可能です。



フォルダ構造①組織フォルダについて（補足）

27

組織フォルダは下記フォルダで構成されています。

旧東工大 東京科学大

例：学院、学部、研究院など

例：総務企画部、総務課、〇〇グループなど



教職員が閲覧可能なアクセスフォルダ

28

全教職員が閲覧可能（教職員Mビューアー）。学内手続きや申請書などを共有するのに適しています。

「教職員共通_◯◯課」フォルダでは各課が編集者権限を持っており、各
課の裁量で適宜サブフォルダ作成・コラボレーションできます



フォルダ構造②個人フォルダについて

29

個人フォルダは各ユーザーごとに分かれ、下記フォルダ概要となります。



ログイン方法
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認証システムからのログイン①

31

Science Tokyo Boxは「Science Tokyo 認証システム」よりログインしてご利用いただけます。

（「Science Tokyo 認証システム」へのログインは「Science Tokyo ID」が必要となります）

Box アプリケーションからご利用いただく際にもログインが求められますので、画面の指示に従ってご利用ください。

初めて認証システムをご利用になる方は、Science Tokyo 認証システム初期設定から開始してください。

https://www.helpdesk.cii.isct.ac.jp/st/helpdesk/science-tokyo/login_guide.html


認証システムからのログイン②

32

Science Tokyo 認証システムへはこちらからScience Tokyo IDを入力し、ログインください。

https://isct.ex-tic.com/auth/session


認証システムからのログイン③

33

認証システムへログインした後、利用可能な各種サービスが表示されます。Boxのボタンをクリックしてください。



認証システムからのログイン③

34

以下の画面が出た場合は、「続行」をクリックしてください。「すべてのフォルダ」またはURL で指定したフォ

ルダへアクセスすることが可能です。



モバイルアプリからのログイン

35

モバイルアプリからサインインする場合は、メールアドレスを入力するとScience Tokyo 認証システムに遷移する

ので、同様にログイン処理をしてください。



4. Box基本機能について
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トップ画面の見え方

37

自分に権限が付与されているフォルダが、閲覧可能です。

それぞれのユーザーで見え方は異なります。

フォルダは人それぞれ
見え方が異なります

フォルダ/ファイル一覧

履歴やごみ箱、他
Box機能の
メニュータブ

操作系
※権限によって新規ボタンがグレー
アウトしている場合があります

本学アカウントの場合
SCIENCE TOKYOの表示があります



画面の操作配置

38

操作

メイン
プレビュー

表示

バージョン
管理

サブ
プレビュー

詳細



ファイルの共有方法_2種類

39

相手を指定する
コラボレーション

フォルダやファイルに人を招待

プロジェクトなど
双方向のやり取りに！

相手を限定するので
セキュリティが高い

誰でも見られる
共有リンク

資料を相手に一方的に送る

一時的なやり取りや
資料の送付＆貼り付けに！



ファイルの共有方法_2種類（詳細）

40

・メールアドレス(アカウント)を用いて、共有相手を招待
・閲覧/ダウンロードに加えてアップロード、編集、共有が可能
・7段階のアクセス権限設定が可能
・相手はBoxアカウントが必要（ログが詳細に取得可能）
・長期的＆重要情報受け渡しをする際に推奨：セキュリティが高い

7段階権限設定

特定メンバーのみ
アクセス

重要データ受け渡し
長期データ共有向け

コラボレーション

・共有リンクのみで、資料の閲覧/ダウンロードが可能
・共有期限、パスワード設定が可能
・お客様への資料送付に活用が便利
・相手はBoxアカウントが不要
・短期的資料の送付に便利

URLリンクのみで
資料送付 PW：期限の設定

ダウンロードON・OFF

共有リンク



共有リンク
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誰でも見られる共有リンクによる共有

42

パスワードや期限を付けて、メールの添付の代わりに！
共有リンク

URLでの資料送付
PW：期限の設定

ダウンロードON・OFF

•共有範囲の設定を“リンクを
知っている全員”に設定した共有
リンクのことを指します。

•インターネット上でこのURLを
知っている人であれば誰でもア
クセスが可能な状態を指します。

オープンリンク



誰でも見られるリンクに、パスワードを付ける方法

43

①共有リンクを発行



誰でも見られるリンクに、パスワードを付ける方法

44

②リンクの種類を選択＞リンクを知っている全員を選択

「リンクを知っている全員」は
• 外部連携フォルダ配下では利用可能
• 学内フォルダ配下では利用不可



誰でも見られるリンクに、パスワードを付ける方法

45

③リンク設定をクリック＞パスワードを設定



コラボレーション
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招待（＝コラボレーション）による共有

47

A B

招待をする⇒相手に共有リンクで資料の場所を教えるコラボレーション
フォルダ/ファイルへ招待

社内外を問わずフォルダ/ファイルに
招待されている人

コラボレータ

コラボレータの中でクライアントや協力会社
などフォルダ/ファイルに招待されている社外
の人

外部コラボレータ

フォルダ/ファイルへ招待 共有リンク

フォルダへの招待による

双方向コミュニケーション

URLを活用した

一方向コミュニケーション



コラボレーション方法について

48

コラボレーションは長期的＆重要情報受け渡しをする際にフォルダやファイルに人を招待します。

7種類のアクセス権限から適切な権限を選んで招待します。（フォルダ設定により選べる権限が少ない場合があります）

A B

コラボレーション
フォルダ/ファイルへ招待



コラボレーションでファイルを共有する手順

共有ボタンから該当のファイルやフォルダを共有することが可能です

名前で検索

@isct.ac.jpで検索

権限の選択

１

2

2

３

※アカウントの前に地球儀のマークがつ
いている場合は、アカウントが付与され
てない可能性があります。

※上位のアクセス権限が
下位階層に引き継がれるので注意！！



コラボレーションによる共有_7種類の権限

50

アクセス権限
アップロー

ド
ダウンロー

ド
プレビュー リンク取得 編集 削除 所有者

共同所有者 ● ● ● ● ● ● ●

編集者 ● ● ● ● ● ●

ビューアー/アップロー
ダー

● ● ● ● ●

プレビューアー/アップ
ローダー

● ●

ビューアー ● ● ●

プレビューアー ●

アップローダ― ●

コラボレーション時のアクセス権限は以下の7種類があります。

招待される相手もBoxのアカウントが必要になります。（相手方は無償のPersonalアカウントでも可能）



一例）コラボレーションによる共有_7種類の権限

51

アクセス権限
アップロー

ド
ダウンロー

ド
プレビュー リンク取得 編集 削除 所有者

共同所有者 ● ● ● ● ● ● ●

編集者 ● ● ● ● ● ●

ビューアー/アップロー
ダー

● ● ● ● ●

プレビューアー/アップ
ローダー

● ●

ビューアー ● ● ●

プレビューアー ●

アップローダ― ●

コラボレーション時のアクセス権限は以下の7種類があります。

招待される相手もBoxのアカウントが必要になります。（相手方は無償のPersonalアカウントでも可能）

プロジェクトメンバーに
データを削除させたくない場合

ビューア―/アップローダーを選択
例）学内＝編集者
学外利用者＝ビューアー/アップローダー



コラボレーション時の留意点

52

Boxでは上位階層のアクセス権限が下位階層に引き継がれる仕組みとなります。

SharePoint等と異なるアクセス権の考え方に留意し、適切な階層・アクセス権でコラボレーションをしましょう。

コラボレータ設定

編集者
ビューアー /
アップローダー

プレビューアー

編集者
ビューアー /
アップローダー

プレビューアー

編集者
ビューアー /
アップローダー

プレビューアー

アップローダー

アップローダー

編集者に変更

アクセス不許可

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル
権
限



コラボレーションを活用したフォルダ設計の例

53

ウォーターフォール権限を活用したフォルダ設計の例をご紹介します。誰に、どの階層からどんな権限を与えたい

かを柔軟にカスタマイズできることが特徴です。過度な権限付与には注意しましょう。

コラボレータ設定

編集者

編集者

ビューアー /
アップローダー

編集者編集者 アップローダー

編集者

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル
権
限

Aプロジェクトに関するトップのフォルダ。リーダーで

ある自分と学内の管理者メンバーに権限を付与する

Aプロジェクトについて、B企業と外部コラボ

レーションするためのフォルダ。B企業のリー

ダーのみを招待し、トップレベルの資料を共有

B企業の各担当者をコラボレーションし、プロ
ジェクトの各作業を進行するためのフォルダ

ビューアーに変更

アクセス不許可

Aプロジェクト

Ｂ企業共有用

各PJ配下作業



アクセス可能者(コラボレーションした方)の確認方法

54

ファイルにアクセスできる人を確認することが可能です。

〇〇Mの内訳はクリックするとメンバーが確認可能
（人事データに紐づいて連動します）

※旧東工大〇〇Mは現在データ連携していません



外部コラボレーションフォルダについて

55

外部コラボレーションは指定のフォルダ配下で行ってください。

職員の方：外部連携用のフォルダが作成されており、その配下で外部コラボレーションが出来ます。

教員の方：個人フォルダ配下で外部コラボレーションが出来ます。

学生の方：個人フォルダ配下で外部コラボレーションが出来ます。



ファイルリクエスト

56



ファイルリクエスト

57

ファイルリクエストはBoxアカウントを持っていない相手からファイルを受け取ることができます。

以下のシーンではファイルリクエスト機能が便利です。

◆相手にアカウントが無い人から

手軽にファイルを受け取りたい場合

◆メールに添付が出来ない大容量ファイルを

先方から受け取る場合

※ファイルリクエスト機能を利用する場合は、

部署別フォルダをご利用ください。

医歯学系構成員は部署別フォルダをお持ちでないため、

#help-教職員Box-情報基盤課チャンネルにて

部署別フォルダの先行利用についてご相談下さい。



ファイルリクエスト ステップ①

58

フォルダ横の…からファイルリクエストを押し、リンクを作成します。

受け取り用URLリンクの
事前設定＆発行が必要です！

この表示が無いフォルダでは
ファイルリクエスト利用が

禁止されています。



ファイルリクエスト ステップ②

59

相手方に表示されるリンク先の画面情報を編集します。

アップロードしてもらう相手の氏名やメールアドレスを入力させる項目を設定することができます。

編集した画面はプレビューから確認が可能です。

アップロードしてもらう時に
説明（名前）やメールアドレスを入力するよう、
設定することを推奨します。

※設定しない場合、誰がアップしたかの名前記録が
残りません。



ファイルリクエスト ステップ③

60

作成したリンクを共有ボタンからコピーし、相手に共有します。

ファイルリクエストでは、1ファイルアップロード容量が50GBまで可能です。

※ご利用のブラウザにより最大まで利用できないケースがあります。

受け取り用URLリンクの
事前設定＆発行が必要です！

①送信前にプレビューで確認し、
内容がOKであれば、保存＆共有

②URLをコピーし、メールや
チャット等で相手にリンクを送付



BoxEdit

61



BoxTools/Edit

62

Box Toolsは、Boxに保存されているファイルを開いて編集できるアドオン機能です。

Box Toolsをインストールすると、Boxから直接ドキュメントを開いて編集が可能です。 Box EditはBox Toolsに含ま

れるアドオン機能で、Boxに保存されているファイルを直接開き、デスクトップアプリケーションで編集が可能です。

Box公式ホームページよりインストーラーのダウンロードが可能ですのでご確認下さい。

https://www.box.com/box-for-devices/


ファイルの編集

63

ファイル名部分を選択し、画面右上の【開く】横の▼を押下します

同時に他の人が作業する可能性があるファイルについては、同時編集防止のロックを掛けましょう。

（ファイル横の…を押下し、 を選択）

Box上に保存されたファイルを直接開き、デスクトップアプリで編集するため、ダウンロー
ドせずに普段のMSアプリと同様の機能と操作が可能です。ファイルを保存すると自動でバー
ジョンが上書きされます。

Webブラウザ上で利用できる機能です。
アプリ版に比べて機能が限定されますが、共同編集もご利用頂けます。

Microsoft PowerPoint Desktopで開く

Microsoft PowerPoint Onlineで開く

※Desktop編集がうまく起動しない場合は、Toolsの再インストールをお試しください。



データの移動とコピー

64



• 元フォルダ→先フォルダにデータのを移行しますので、元フォルダ

にデータは残りません。

• データのURL（https://science-tokyo.app.Box.com/file/〇〇〇）は

変更されません

• コピー先フォルダにデータのコピーを作成しますので、元フォルダ

と先フォルダに同じデータがある状況になります。

• コピー先フォルダ内のデータのURLは新しいものが作成されます。

データの移動とコピー

65

Box内部（本学テナント内部）でのデータの移動方法は、「データの移動」と「コピー」の2種類あり、

以下のような違いがあります。

お引越し

移動

コピー 新規作成



（参考）理工学系（旧東工大）職員の方へ

66

事務局

管理者用アカウント（Box admin-in）【フォルダ所有者】

〇〇部

・
・
・

△△課

□□グループ
・
・
・

教職員共通

・
・
・

教職員共通_○○課

教職員向け通知

役員会議資料閲覧

学生向け通知

【学内ユーザーのみ】
（組織）

東京科学大学フォルダ

・
・
・

【旧東工大フォルダ】
旧東工大フォルダから、東京科学大

学のフォルダに移行してください

• 東京科学大学として(2024/10/1~)

採用された人

• 旧医科歯科大メンバー

は旧東工大フォルダを閲覧すること

ができません。

「データの移動」を行うと、URLの

変更なくデータの移動をすることが

できます。

旧東工大_全学

旧東工大_教職員共通

旧東工大_事務局

〇〇部

△△課

□□グループ

・
・
・

旧東工大_教職員向け通知

旧東工大_役員会議資料閲覧

旧東工大_学生向け通知

旧東工大_事務局会議資料閲覧



その他便利機能

67



マイコレクション：お気に入りの資料の分類分け

68

お気に入りの資料へのアクセスを簡単にできる方法です。

マイコレクションの作成も可能です。

お気に入りの
コレクションを作成

お気に入り資料を
カテゴリ分けする事が

出来ます

ドラッグ&ドロップも可能



お気に入りのトップページ設定

69

前段で登録したお気に入りをトップページに設定し、[Box]アイコンから普段よく使うページとして

利用を開始しやすくなります。

１

2

３

4

5



サムネイル表示切替：写真の閲覧に便利

70

サイズ変更

画像サムネイル表示に切り替え可能です



バージョン履歴：履歴確認とファイル復元方法

71

前のバージョンにファイルを戻したい場合ファイルのバージョン「V＿」の箇所を押下します。

過去のファイルで戻したいバージョンをクリックして、「現在のバージョンとして設定」で復元可能です。



アクセス統計：共有した相手はアクセスした履歴閲覧可

72

ファイルに対してアクセス履歴が確認できます

詳細を表示からアクセスされた“人“や“時間“などの詳細が確認可能です。



検索機能

73

詳細検索

全文検索

フォルダ内検索

ファイルの中身まで検索が可能です。（日本語先頭から5000文字程度まで）

一度検索結果を表示すると、より詳細な検索タブが出現

フォルダ内のコンテンツに絞って検索が可能

全文検索

フォルダ内検索

詳細検索



BoxNotes：共同編集も可能なノートアプリ

74

会議やMTG議事禄作成が便利になります。

最大30名で共同編集ができ、文字だけでなく表/画像/リンク等の差し込みが可能です。

作成したNoteは共有リンクとして発行し、即時共有もできます。

画像/表見出し 同時編集

情報掲示板として

チーム/お取引先とのコミュニケーションで



BoxHubs：コンテンツポータルライクに

75

チームでの注目コンテンツや、シェアしたいコンテンツなど選定したコンテンツを共有・公開できるポータルサイト

のような機能です。直感的に作成・アクセスできるシンプルなUIを持ちつつ、Boxのセキュリティ/ガバナンス機能を

そのまま適用可能です。

更にBoxAIと組み合わせることで、Hubs内複数のドキュメントを横断的に検索できます。

意味のある単位でコン
テンツが整理されてい
て探しやすい

選定したコンテンツを簡単に
整理して、安全に共有できる



(参考)BoxHubs活用事例
SlackとBoxについては、マニュアルや申請書をHubsにまとめています。

Hubsの中で記載の項目について検索をすることが可能です。Box AIが利用可能の場合、Hubs内の複数ファイルに

対してAIで検索をかけることが可能で、スムーズに情報収集することが可能になります。

76

Slack Support Hub Box Support Hub

https://science-tokyo.app.box.com/hubs/179723380?s=7796a8qwz9x7d323xx8htawawaesi9ry
https://science-tokyo.app.box.com/hubs/179944214?s=l8donpvhwycljj8ktg2bah9x2b8a4er0


フォルダアイコンの色

77

フォルダのアイコンの色によって、誰が所有者・コラボレーションされているかを確認することができます。

• 個人フォルダ

• 所有者：自分

説明アイコン

• コラボレーションフォルダ

• 所有者：社内のユーザー（自分含む）

• 組織フォルダは、本学管理アカウントが所有者のためこの色

• 外部コラボレーションフォルダ

• 所有者：社外のユーザー

アイコン 説明



Boxの便利なところ~SharePointとの違い~

78

Boxでは、フォルダ・ファイルのURL（https://science-tokyo.app.box.com/file/〇〇〇）は、名称変更しても、フォルダを別の場

所に移しても（移動の場合）変わることはありません。Slackで共有した後も、URL修正の手間を省くことが可能です。

Slackで共有した後も、URLが変わらないから、URL修正の必要なし。
SlackでURLの修正する手間を省けます！

フォルダ・ファイルのURLは固有で変わらない

https://science-tokyo.app.box.com/file/〇〇〇

SharePointの場合 Boxの場合

〇〇プロジェクト（〇〇チームのSharePoint）

ファイル名：〇〇△〇〇

ファイル名変更：〇〇〇〇〇

ファイルの移動や名称の変更の場合、URLが
変わってしまい、URLを再度共有が必要。
（いろんなchで共有していたらその分だけ修
正の必要があり大変）

https://tmdacjp.sharepoint.com/〇〇/■ ■ /××××

https://tmdacjp.sharepoint.com/△ △ / ◇◇/■■■■

ファイル名：〇〇△〇〇

ファイル名変更：〇〇〇〇〇

〇〇グループ

コピーの場合は、URLは変わってしまうので注意



6. Boxご利用時の注意ポイント
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共有リンクによる共有＜学内ルール＞

80

共有リンクを発行する際は、ブラウザのアドレスバーのURLをコピーして、相手に送付してください。

不用意な漏洩事故を防ぐ為となります。

https://macnica-demo.app.box.com/XXXXXXXXXXX

（BoxのオブジェクトID）

この共有リンク発行方法からの共有
URLリンクは極力利用しない

一度発行した共有リンクは、データのコピーやフォルダ間移動
等では変更されません。一度無効化し、再度発行した場合には
新たなリンクが生成されます。



共有リンクによる共有＜学内ルール＞

81

オブジェクトIDの後ろに「?s=」がアドレスに入っている場合は、共有相手が正しいかどうか確認してください。

https://macnica-demo.app.box.com/XXXXXXXXXXX/?s=XXXXXX/

（BoxのオブジェクトID）

共有リンクが有効な間は、このマークが表示されます。

共有リンクを発行していると?s=と
いうアドレスバーが表示される



（補足）Slackで共有するとき

82

学内の課内・Gp内で資料を共有するとき（すでにコラボレーション設定が済んでいる時）は、ファイルのURL(共有

リンク作成無し)をSlackに張り付けるだけで大丈夫です。

共有リンクを作ると、逆に関係ない人にまで閲覧できてしまう可能性や共有リンクを作り直したときにリンク切れが

起きるためです。コラボレーション＋共有リンクにする必要性はありません。

コピー＆ペーストして、Slackに張
り付けるだけ

フォルダやファイルの名前にして、URL
をリンク形式で送付するとオススメ

受け取る側も、どの資料を送ってくれた
か一目でわかる！

https://science-tokyo.app.box.com/XXXXXXXXXXX/?s=XXXXXX/

（BoxのオブジェクトID）

共有リンクを発行していると?s=と
いうアドレスバーが表示される



フリーアカウントのメールアドレス変更

83

本学のBoxアカウントはm.isctアドレス（例：yamada.t.aa11@m.isct.ac.jp）を対象として専用ツールを利用し発行し

ていますが、そのツールの実行前に自身でm.isctアドレスで無償アカウントを作成した場合、無償アカウントのメー

ルアドレス変更が必要となります。

具体的な方法については、こちらの資料をご参照ください。

mailto:yamada.t.aa11@m.isct.ac.jp
https://science-tokyo.box.com/s/h5l9902z4u76vb30dxrdls0o5xgsz7l7


無料アカウントなど複数アカウントをお持ちの方へ

84

無料アカウントでログイン後に、Science Tokyo 認証システム(Extic)を通し、本学アカウント(m.isct)でBoxを開こう

としても、ブラウザのログイン履歴情報が優先され、無料アカウントのままであることを確認しています。

アカウントを切り替える場合は、必ずログアウトしてから再度ログインしてください。

また、Boxで複数アカウントを使用する場合は、アカウント事でブラウザを使い分けることも推奨します。ブラウザ

でログインしているBoxアカウント情報を管理することで、都度ログインをし直す手間を省略することができます。

@m.isct.ac.jp の Box アカウントに対し共有されたものはURL が https://science-tokyo.box.com/～となり、フリー

アカウントに対し共有したものはURL が https://app.box.com/～と表示されます。

開く前に、URLからどちらのアカウントで見ることができるかをご確認ください。

ファイルURLからどちらのアカウントが招待されているか確認する方法

今どちらのアカウントでログインしているか確認する方法

画面右上の自分のアイコンを確認してください。本学アカウントの場合、SCIENCE TOKYOの表示があります。

無料アカウントの場合はありません。


